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２０１５年度 公益社団法人乙訓青年会議所 活動所感 

 

第３６第理事長 三宅 尚嗣 

 

昨年度、我々乙訓青年会議所は創立３５周年を迎えさせて頂きました。「明るい豊かな社会」の

実現を目指す上で、乙訓青年会議所には２０２０年ビジョン「地球市民意識あふれる乙訓
ま ち

」が掲げ

られています。２０２０年を一つの到達点とし、更に歩みを進める為に創立３５周年記念式典の折

りに提唱されました、ファイナルアクションプラン「地域と共に夢と誇りを育む乙訓
ま ち

創り」の一年目と

して、「ＳＴＡＹ ＤＲＥＡＭ」をスローガンに、－大志を抱き、次代へと誘
いざな

う燈火となれ－をテーマに

新たな事へのチャレンジを常に念頭に置き一年間活動して参りました。 

まちづくり事業では、「地域力」の向上を目指し一年間活動して参りました。その中で、２回の公

開討論会と乙訓ＤＲＥＡＭフェスタを開催させて頂きました。向日市長選挙並びに長岡京市長選挙

に伴う公開討論会では、新たな地域の長を選ぶ大変重要な選挙として大変関心が高く多くの聴講

者にお越し頂き、自分達のまちの未来を真摯に考える機会を提供する事が出来ました。そして、

乙訓ＤＲＥＡＭフェスタでは、行政、地域諸団体に協力頂き、「夢」をテーマに開催し地域の皆様と

共に夢を育み、更に地域力の向上に繋がる事業になったと確信致します。また、青少年育成事業

では、責任世代である我々を含めた大人が、地域の大人としての道徳心を今一度養い、様々な

関わりを通して真正面から子ども達と向き合う事を念頭に活動して参りました。ケイジャーズカップ

を皮切りに、４月から毎月開催しました乙訓文化少年団を通し、相手を想いやる心、和の心と利他

の精神を伝えられたと確信致します。更に、第１２回乙訓ふるさとふれあい駅伝を滞りなく終えさ

せて頂きました。これらの事業の成功は特別会員先輩諸兄姉の皆様を始め、行政、学校関係者、

地域諸団体、地域の方々の多大なるご支援の賜物である事を申し添えます。 

 対内に於いては、毎月開催された例会や事業を通して、青年会議所運動と活動の意義を共有し、

そして脈々と築き上げてこられた歴史と伝統を伝える中で、「やる時はやる、遊ぶときは思いっきり

遊ぶ」のメリハリと、相手を思いやり、「ええもんはええ、あかんもんはあかん」と意見をぶつけ合い

真の絆の構築が出来たと確信致します。そして、目標人数には達しなかったものの１２名の新入

会員を募る事が出来ました。更に、本年度も多くの出向メンバーが各地で精力的に活躍され、勇

ましく成長された姿こそが今後の乙訓青年会議所の更なる飛躍の源であると確信致します。 

最後に、「明るい豊かな社会」の実現を目指し活動する我々が、「青年会議所メンバーの一員で

ある事」をより一層自覚し活動する事が必要です。古き良きものはしっかりと引き継ぐ中で、地域

のニーズを読み取り、また先を見据える先見性を持ち、新たな事へのチャレンジを恐れず、どこか

らも一目置かれる乙訓青年会議所である事を願っております。本年度、公益社団法人乙訓青年

会議所第３６代理事長として、一年間お支え頂いた全ての皆様に心から感謝御礼申し上げます。 
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２０１５年度 公益社団法人乙訓青年会議所 事業報告 

 

通常総会 

月 日 場  所 議    題 

1.30 

 

長岡京市立中央

公民館 ３階 

市民ホール 

1. 2014 年度 公益社団法人 乙訓青年会議所 

事業報告書（案）に関する件 

2．2014 年度 公益社団法人 乙訓青年会議所 

収支決算書（案）に関する件 

3．2015 年度 公益社団法人 乙訓青年会議所 

第２次収支予算書（案）に関する件 

 

 

一般 ３名  出席人数 ４０名   委任状提出者 １６名 

                       欠席者     ９名 

 

 

第１回臨時総会 

月 日 場  所 議    題 

10.2 長岡京市立総合

交流センター 

３階中央生涯学

習センター 

メインホール 

1． 2016 年度 公益社団法人 乙訓青年会議所 

役員選任（案）に関する件 

一般 １名  出席人数 ５０名   委任状提出者 １２名 

                  欠席者    １０名 

 

 

 

 

第２回臨時総会 

月 日 場 所 議    題 

12.4 長岡京市立産業

文化会館 1 階 

大会議室 

1．2015 年度 公益社団法人 乙訓青年会議所 

正会員除名（案）に関する件 

2．2016 年度 公益社団法人 乙訓青年会議所 

組織図（案）に関する件 

3．2016 年度 公益社団法人 乙訓青年会議所 

事業計画（案）に関する件 
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4．2016 年度 公益社団法人 乙訓青年会議所 

委員会・会議体 活動計画（案）に関する件 

5．2016 年度 公益社団法人 乙訓青年会議所 

         諸登録料（案）に関する件 

6．2016 年度 公益社団法人 乙訓青年会議所 

     第１次収支予算書（案）に関する件 

一般 １名  出席人数 ５０名   委任状提出者 １４名 

                  欠席者    １３名 



- 126 - 

 

 

事業区分 その他 作成日

議長・委員長

目
的
に
達
し
た
点

目
的
に

達
し
な
かっ

た
点

一　　般 54 一　　般 48

ＪＣ会員 124 ＪＣ会員 129

合　　計 178 合　　計 177

内部事業資金 ¥380,000 外部導入資金 ¥0 予算合計 ¥380,000

内部事業資金 ¥370,221 外部導入資金 ¥0 決算合計 ¥370,221

2015/1/31

今後の展望

乙訓青年会議所は今後も緊張感がある、凛とした開催を心がけて継続して行
く必要がある。

会議・委員会

２０１５年度事業報告

事業名

１月例会では、三宅理事長に年頭の挨拶と一年間の方向性を伝えて頂いた
事により、出席者全員に本年度の方向性を理解して頂き、皆様方と共に活動
して行く一助となって頂けた。新春交歓会では、オープニング映像を見て頂
き、これまでの活動と二市一町との繋がりを出席者全員に見て知って頂く事
で、青年会議所の運動を理解して頂けた。来賓５名に参加して頂き、来賓を
代表して京都府山城広域振興局、副局長藤澤　正典様、向日市　市長久嶋
務様のお二人に新年の挨拶を頂き、乙訓青年会議所と行政との相互の協力
関係をより親密な関係にする事が出来た。

ハイアットリージェンシー京都

参加動員数 計画 結果

2015年1月8日

事業の内容

｛１月例会｝
三宅理事長に年頭の挨拶を頂き、一年間の方向性を述べて頂く。
委員会紹介で各委員長一人づつ登壇頂き、一年間の思いを述べて頂く。
メンバー全員で地元行政、特別会員、他LOMの皆様に感謝の気持ちで、挨拶
しお迎えさせて頂く。
｛新春交歓会｝
オープニング映像、正副メンバー紹介をえて、地元行政、特別会員、他LOM
の皆様に理事長より挨拶して頂く。
アトラクションをして、乙訓青年会議所の一体感を感じて頂く。
地元行政、特別会員、他LOMの皆様と食事歓談時に交流を図ると事で、今後
の活動に活かして頂く。

無

決算

予算

三浦　靖絆委員会

1月例会・新春交歓会

実施日時

実施場所

事業目的

乙訓青年会議所は昨年３５周年を終え、今後更に地域に根ざした活動を継続
していく団体として、感謝の気持ちを新たに地元行政、特別会員、他ＬＯＭの
皆様に伝えると共に、本年度の乙訓青年会議所の方向性をご理解して頂き、
皆様方と共に活動を行う一助となる事を目的とする。

目
的
達
成
の
検
証
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事業区分 公３ 作成日

議長・委員長

目
的
に
達
し
た
点

目
的
に

達
し
な
かっ

た
点

２０１５年度事業報告 2015/2/21

会議・委員会 魅力伝播委員会 菜島　拓朗

事業名 ２月オープン例会

実施日時 2015年2月12日

実施場所 長岡京市中央生涯学習センター３階　メインホール

事業目的

（対外）
来場者に魅力溢れる人となる事がより良い社会への一助となる事を理解して
頂くと共に、青年会議所へ興味を持って頂く事で、入会候補者の入会に繋が
る一助となる事を目的とする。
（対内）
メンバーに夢を持った魅力溢れる人財となって頂く為の気づきを得て頂き、自
身の魅力を高める意識を持って頂く事で、ＬＯＭ全体で取り組む会員拡大活
動の一助となる事を目的とする。

事業の内容

【講演】
時間：８０分
テーマ：「魅力溢れる人を目指して」
【講師】
佐藤泰博氏
（講演内容）
①講師の経験から夢を持ち続ける事は自らの魅力を高める事に繋がるとお
伝え頂く。
②地域や会社や家庭等の様々な場面で、人間魅を持って人と人との絆を構
築する事の大切さをお伝え頂く。
③自分自身が周りの人達に様々な影響を与えている事をお伝えし、自身を見
つめ直す事で更なる魅力の向上を図って頂く。
④講師自身の青年会議所で成長された経緯を講演で感じて頂き、来場者に
青年会議所への興味を持って頂く。

質疑応答：３分

【委員会まとめ】
時間：５分
発表者：渡邉副委員長
①組織の魅力向上と更なる運動の発信は、個の魅力を持って組織全体で取
り組む必要がある事をお伝えする。
②乙訓青年会議所の取り組みを発表し、乙訓青年会議所の魅力をお伝えす
る。

目
的
達
成
の
検
証

２月オープン例会では、講師佐藤泰博氏の青年会議所での経験をもとにご講
演頂いた事で、参加頂いた皆様に夢を持ち続ける事が自身の魅力を高める
事に繋がると感じて頂けると共に、魅力を高める事で周囲に集まって来た、人
と人との絆を構築する大切さを学んで頂く事が出来た。また、魅力を高める事
で周囲の人達に様々な影響を与えるという事を理解して頂くと共に、自身を見
つめ直す事で、更なる魅力の向上を図って頂くきっかけとなった。一般参加者
や入会候補者に乙訓青年会議所の活動を発信する事で、魅力を感じて頂く
事が出来、今後我々が行っていく活動を理解して頂くと共に、興味を持って頂
く事が出来た。
参加者に青年会議所の魅力をお伝えする事で、入会候補者から２名の入会
に繋がった。過去の入会候補者に電話連絡等のアプローチを怠ってしまった事で、入会候
補者の参加が少なくなってしまった。また、各委員会へ動員の依頼が十分で
なかった為、一般参加者や入会候補者の参加が少なくなってしまった。
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一　　般 100 一　　般 48

ＪＣ会員 56 ＪＣ会員 49

合　　計 156 合　　計 97

内部事業資金 ¥243,858 外部導入資金 ¥0 予算合計 ¥243,858

内部事業資金 ¥243,858 外部導入資金 ¥0 決算合計 ¥243,858

今後の展望

今後も、乙訓青年会議所の活動を継続し、我々の考える理想に近づける為
にも、個や組織の魅力を伝播し、一人でも多くの仲間を増やしていく必要があ
る。

参加動員数 計画 結果

予算

決算
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事業区分 公３ 作成日

委員長

目
的
に
達
し
た
点

目
的
に

達
し
な
かっ

た
点

２０１５年度事業報告 2015/3/19

委員会 研修委員会 谷口　直満

事業名 ３月オープン例会

実施日時 ２０１５年３月１２日（木）

実施場所 長岡京市立中央公民館　３階　市民ホール

事業目的

・自分自身を見つめ直す事で、何事にも諦めず情熱を持って行動する必要性
を認識して、強い心を身に付けて頂く事を目的とする。
・模範となる地域のリーダーになる為には、自分自身を見つめ直し、自分を知
り、人として心を正す事を目的とする。

事業の内容

【講演】
時間：７７分
テーマ：「自己の確立」～目の前の課題に向き合い、立ち向かう強い心～
講師：株式会社 京都配ぜん人紹介所　渡邊忠司（わたなべ　ただし）氏
内容
①自己の確立を図る為には、自分自身を見つめ直し、自分を知り、人として
心を正し行動する事をお伝え頂く。
②何事にも諦めず情熱を持って行動する事で、向上心が磨かれる大切さをお
伝え頂く。
③模範となる地域のリーダーになる為に自己の確立をして、他者を思いやり
感謝する大切さをお伝え頂く。
【委員会まとめ】
時間：７分
発表者：中川副委員長
①模範となる地域のリーダーになる事によって、乙訓まちが活性化し、より魅
力的な乙訓まちの創造を目指す事、及び委員会が考える一年間の方向性を
お伝えする。
②努力を惜しまず何事にも諦めず情熱を持って行動する必要性を認識して頂
き、未来への原動力になる重要性をお伝えする。

目
的
達
成
の
検
証

① 講演に於いて水の話とダイヤモンドの話を頂き、自分自身を見つめ直し、
自分を知り、人として心を正す事の大切さを再認識する事が出来た。
② 委員会まとめに於いて自分自身を見つめ直し、模範となる地域のリーダー
になって頂く為の要素をお伝えする事が出来た。

①講演に於いて何事にも諦めず情熱を持って行動する必要性を認識して、強
い心を身に付けて頂ける事がお伝え出来なかった。
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一　　般 100 一　　般 19

ＪＣ会員 56 ＪＣ会員 48

合　　計 156 合　　計 67

内部事業資金 ¥116,000 外部導入資金 ¥0 予算合計 ¥116,000

内部事業資金 ¥115,710 外部導入資金 ¥0 決算合計 ¥115,710

今後の展望

今回の反省点を踏まえ、計画と準備を確実に行うと共に、入念な打ち合わせ
や行動をしっかりと行い、目標を定め展開していく。

参加動員数 計画 結果

予算

決算
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事業区分 その他 作成日

委員長

目
的
に
達
し
た
点

目
的
に

達
し
な
かっ

た
点

２０１５年度事業報告 2015/4/19

会議・委員会 ＪＣ運動発信委員会 岩本　伸一

事業名 ４月メモリアル１００％出席例会

実施日時 ２０１５年　４月　９日（木）　１８：３０～２１：１６（登録開始　１８：００）

実施場所 長岡京市中央生涯センター３階メインホール（バンビオ１番館内）

事業目的

メンバー全員で乙訓青年会議所の創立を祝い創始の精神を再認識し、乙訓
青年会議所のメンバーとしての自覚と誇りを持って頂き、結束を固め未来に
向かって夢を持ち挑戦する事の大切さを学んで頂く事を目的とする。

事業の内容

【委員会発表】
時間：２０分
テーマ「乙訓青年会議所の歴史を振り返る」～歴史と伝統に感謝しよう～
①乙訓青年会議所の歴史をスライドにて発表する。
②先輩諸兄の活動や事業を発表し３５年間の歴史が有り現在が有る事を再認識して頂く。
③現在当たり前の様に有る地域諸団体との繋がりを先輩諸兄が築いて来られたという事を再
認識して頂く。
④現在から過去へ遡り、検証し更に未来に向かって発展していかなければ為らない事を再認
識して頂く。
【グループワーク】
時間：６１分
テーマ「ＤＲＥＡＭ×挑戦」
～乙訓地域の為に夢を語ろう～
①世代別にテーブルに分かれて頂き、委員会メンバーの誘導により、これからの未来に向かっ
て乙訓地域の為になり夢の有る事業、挑戦したい事業を出し合って頂く。
②グループで考えた事業を発表して頂く。
グループワーク時は、２テーブルに１名委員会メンバーがサポートする。
【委員会まとめ】
時間：５分
①３５年間の乙訓青年会議所の歴史と伝統に感謝の念を持つ事を伝える。
②乙訓青年会議所のメンバーである事に自覚と誇りを持ち行動して、先輩諸兄から受け継いで
来た元気ある乙訓青年会議所で有り続ける事を伝える。
③「明るい豊かな社会」の実現に向かって夢を持って挑戦する事が乙訓地域の為、又自己の成
長に繋がる事を伝える。

目
的
達
成
の
検
証

① 例会セレモニーでは、メンバー全員では出来なかったが先輩諸兄と共に
創立を祝い創始の精神を再認識する事が出来た。
② 委員会発表では、乙訓青年会議所の歴史や歩みを知って頂く事が出来、
自覚と誇りを再認識して頂く事が出来た。
③ グループワークでは、世代別に分かれて頂いた結果更にメンバーの絆が
深まり結束を固める事が出来た。
④ 短時間でのグループワークであったが、乙訓地域の未来の為と挑戦する
事の大切さを学んで頂く事が出来た。

100％出席例会であったが出席率が８８％に留まった。
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一　　般 2 一　　般 10

ＪＣ会員 65 ＪＣ会員 58

合　　計 67 合　　計 68

内部事業資金 ¥28,196 外部導入資金 ¥0 予算合計 ¥28,196

内部事業資金 ¥28,196 外部導入資金 ¥0 決算合計 ¥28,196

今後の展望

本例会の経験を活かし、更に委員会メンバーが積極的に設営から携わり、例
会に関しても委員会メンバー全員成長出来る様に展開して行きます。

参加動員数 計画 結果

予算

決算
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一　　般 190 一　　般 130

ＪＣ会員 56 ＪＣ会員 50

合　　計 246 合　　計 180

内部事業資金 ¥129,000 外部導入資金 ¥0 予算合計 ¥129,000

内部事業資金 ¥126,363 外部導入資金 ¥0 決算合計 ¥126,363

今後の展望

市民や地域諸団体や行政の方々と共に今後のまちづくりの方向性を考え地
域が一体となれるまちづくりの形を考える。

参加動員数 計画 結果

予算

決算
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事業区分 公１ 作成日

委員長

目
的
に
達
し
た
点

目
的
に

達
し
な
かっ

た
点

２０１５年度事業報告 2015/6/21

委員会 青少年育成委員会 渡辺　大樹

事業名 6月オープン例会

実施日時 2015年6月11日

実施場所 長岡京市中央生涯学習センター

事業目的

地域の大人としての責任を自覚し、改めて道徳心を持ち、子ども達とのコミュ
ニケーションを図る大切さを学び、私達自身が豊かな心を併せ持つ人財に
なって頂く事を目的とする。

事業の内容

【講演】
①いつの時代も子どもは道徳心を持った大人の背中を見て育って行く事を、
再認識して頂けた。
②道徳心とは言葉で語るだけでは無く、行動で示す事が大切である事を理解
して頂けた。
③子ども達の健全な成長には家庭内や地域内でのコミュニケーションが大切
である事を理解して頂けた。
④大人としての責任とは和の心と道徳心を次の世代に伝え、残して行く事が
重要である事を学んで頂けた。
【委員会まとめ】
①地域の大人が子ども達の手本となれる様な行動を取るべきであるという自
覚と責任感を持って、子ども達と今まで以上に真剣に向き合う事が重要であ
る事をお伝え出来た。
②子ども達の健全な育成には他人を思いやる心や、公共のマナーを守る姿
や、大人が幼少時より培ってきた道徳心を伝達する事が重要であるとお伝え
出来た。
③講演を聞いて頂き、今日からでも子どもやその友達、身近な所から率先し
てコミュニケーションを図る事が明るい豊かな社会の実現に繋がる事をお伝
え出来た。

目
的
達
成
の
検
証

①行動規範を持って己を律する大人の背中を見せる事、そして愛情を持って
子ども達と接して行く事が、和の心や道徳心のある子どもの育成に繋がる事
を理解して頂く事が出来た。
②子どもの心豊かな成長には、身近な親や大人の影響が大きいので人とひ
ととのコミュニケーションが必要不可欠であると理解する事が出来た。
③気配り、思いやり、助け合いの心といった社会道徳をしっかりと伝える為に
も家庭内や地域内での大人との関わりが大切であると気付く事が出来た。
④アンケートを実施する事で、今後の乙訓青年会議所、又、青少年育成活動
の参考にする事が出来た。

無し
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一　　般 300 一　　般 237

ＪＣ会員 57 ＪＣ会員 51

合　　計 357 合　　計 288

内部事業資金 ¥310,500 外部導入資金 ¥0 予算合計 ¥310,500

内部事業資金 ¥308,566 外部導入資金 ¥0 決算合計 ¥308,566

今後の展望

青少年の健全な育成には地域の方にもっと参加して頂き、地域ぐるみで青少
年育成について考え、大人がもっと学び子ども達と積極的にコミュニケーショ
ンを図れる人が増えていってもらいたい。

参加動員数 計画 結果

予算

決算
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事業区分 公３ 作成日

委員長

目
的
に
達
し
た
点

目
的
に

達
し
な
かっ

た
点

一　　般 200 一　　般 65

ＪＣ会員 57 ＪＣ会員 52

合　　計 257 合　　計 117

内部事業資金 ¥422,000 外部導入資金 ¥0 予算合計 ¥422,000

内部事業資金 ¥421,410 外部導入資金 ¥0 決算合計 ¥421,410

２０１５年度事業報告 2015/7/14

会議・委員会 研修委員会 谷口　直満

事業名 ７月オープン例会

今後の展望

一般の方にも多く来て頂く為にもテーマの内容を分かり易い内容に考える。

実施日時 ２０１５年７月９日（木）　１８：００～２１：１４

実施場所 長岡京市中央生涯センター

事業目的

（対外）仕事や日々の生活に於いて、自分自身を成長させ続けていく事で、地
域に必要な人財となり地域活性化に繋げて頂く事を目的とする。
（対内）自分自身の利潤を確保した上で企業、経営基盤を発展と強化する事
で、地域から必要とされる人財となり地域活性化に繋げて頂く事を目的とす
る。

参加動員数 計画 結果

予算

決算

事業の内容

【講演】
テーマ：「企業の存続と発展」～地域から必要とされる人財へと～
講師：株式会社　壱番屋　創業者特別顧問　宗次　德二氏（むねつぐ　とくじ）
内容
①企業の存続と発展の為には、企業が継続して栄えなければ意味が無く、経
営者自身が一心に経営に取り組む姿勢こそが何よりも大切である事をお伝
え頂く。
②地域から必要とされる人財へとなる為には、自分自身が現状を維持するだ
けでは無く、成長を続ける事が大切である事をお伝え頂く。
③自身の利潤を確保した上で、地域社会への貢献を通して自分自身の成長
に繋がる事をお伝え頂く。
【委員会まとめ】
①３月例会を振り返り、１年間の方向性をお伝えする。
②企業の存続と発展の為には、現状を維持するだけではなく目的を立て目標
を持ち自分自身を成長させる事の大切さをお伝えする。
③地域から必要とされる人財へとなる為には、利潤を確保した上で、自身が
一心に仕事に取り組む姿勢が周りに影響を与える事の大切さをお伝えする。

目
的
達
成
の
検
証

①自分自身の企業を存続・発展させて利潤を確保する事で、地域社会に貢
献出来、自身の成長に繋げて頂けると言う事を認識して頂けた。
②現状を維持するだけではなく、成長し続ける事が大切と意識する事で、存
続と発展に繋げて頂けると認識して頂けた。

①企業の存続と発展の為には、企業が継続して栄えなければ意味が無くの
部分を意識して頂く事が出来なかった。
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事業区分 その他 作成日

議長・委員長

２０１５年度事業報告 2015/8/23

会議・委員会 絆委員会 三浦靖

事業名 ８月例会・納涼会

実施日時 ２０１５年８月１１（火）

実施場所 千弥農園

事業目的

【８月例会】
（対外）
例会の雰囲気をメンバーと共に体感し、我々の活動内容を知りメンバーの志
を理解して頂く事で、更なる協力の意識を持って頂く事を目的とする。
（対内）
理事長所信、並びに理事長所信にもとづき作成された委員長方針を各メン
バーが再確認し、各委員会の担いや方針を今一度再認識した上で本年度の
これまでの活動を振り返る事により、後半の活動に向けての意識を高める事
を目的とする。
【納涼会】
（対外）
メンバーと共に楽しい時間を過ごし、多くの交流を図る中で我々の活動を理解
して頂き、更なる協力の意識を持って頂く事を目的とする。
（対内）
メンバーの家族や社員との交流を図る上で、メンバーは率先してもてなしの気
持ちを持って行動し、日頃よりメンバーの支えとなっている家族や社員に、感
謝の気持ちを伝える事を目的とする。

事業の内容

【８月例会】（司会：疋田委員、コーディネーター：厚東委員）
・委員長方針の下、各委員会が前半の活動をどの様に行えたのかを各委員
会代表者１名に発表して頂きます。
・進行役が今後の活動に対し各委員会メンバーに一言頂きます。
（手法）
・各委員会の実施された事業をスライドで紹介致します。（各３０秒×７＝３分３
０秒）
・各委員会に前に来て頂きます。（各１７秒×７＝２分（小数点以下繰上げ））
・コーディネーターより前半の事業についての振り返り質問を投げ掛けます。
（各３０秒×７＝３分３０秒）
・質問に対して各委員会代表者２名に発表して頂きます。（各２分×７＝１４
分）
・今後の活動に対しての意気込みを発表して頂きます。（各１分×７＝７分）
発表順　１ 総務財政委員会、２ 青少年育成委員会、３ 研修委員会、４ ＪＣ運
動発信委員会、５ 魅力伝播委員会、６ 地域力向上委員会、７ 絆委員会
【委員会まとめ】崔副委員長（３分）
内容：理事長所信が各委員会の活動へと繋がっている事を再認識して頂きま
す。
・方向性を再認識し前半を振り返り活動の軌跡を確認する事で、後半への活
発な活動に繋げて頂きます。
・青年会議所の活動が家族や社員の協力無くしては成り立たない事を理解し
て頂きます。
【納涼会】（司会：村井委員）
（内容）・正会員メンバーが家族や社員と共に飲食を通して懇親を深めて頂き
ます。
・夜店を出店し夏祭りムードの中で参加者に楽しんで頂く事で正会員の活動を
労うと共に家族や社員をもてなします。
出展ブース：射撃・スーパーボールすくい・輪投げ・当てもん（くじ引き）・ドリンク
コーナー
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目
的
に
達
し
た
点

目
的
に

達
し
な
かっ

た
点

例会 納涼会

一　　般 153 一　　般 28 28

ＪＣ会員 57 ＪＣ会員 49 48

合　　計 210 合　　計 77 76

内部事業資金 ¥82,000 外部導入資金 ¥0 予算合計

内部事業資金 ¥79,647 外部導入資金 ¥0 決算合計

目
的
達
成
の
検
証

【８月例会】
・各委員会の前半の活動を振り返る前段階として、理事長所信、並びに理事
長所信に基づき作成された委員長方針を再確認し今年度の各委員会の担い
や活動の方針を端的にまとめ発表する事で、自らの委員会の担いや活動の
方針を再認識すると共に、他の委員会の担いや活動の方針を認識する一助と
なった。
・改めて理事長所信、並びに理事長所信に基づき作成された委員長方針を確
認する事で、青年会議所の活動方針がどの様に構成され、形成されているの
かを再認識出来た。
・自らの委員会の担いや活動の方針を再認識した上で前半の活動を振り返る
事により、前半の活動に於いて出来た点、出来ていなかった点をより明確に
出来た。
・後半の活動に向けての意気込みを発表して頂いた事で、後半の活動に向け
ての意識を高める一助となった。
・家族、社員の方にセレモニーから同席頂いた事により我々が行っている例会
の雰囲気を体験して頂く事が出来、又、各委員会の発表を聞いて頂いた事で
我々の活動やメンバーの志をより具体的に理解して頂く機会となったと共に、
更なる協力の意識を持って頂く一助となった。
【納涼会】
・家族、社員の方を交え懇親を図り、又、子どもを交え楽しい時間を共有する
事により、メンバーをより知って頂き、我々の活動を理解し更なる協力の意識
を持って頂く一助となった。
・メンバーに積極的に家族、社員の方をもてなして貰い、又、感謝の気持ちを
手紙にして頂いた事により、感謝の気持ちをより深く伝える一助となった。

家族、社員の方の参加が少なかった為、全てのメンバーの家族、社員の方に
感謝の気持ちを伝えるまでには至らなかった。

今後の展望

前半の活動の振り返りを後半の活動の意識向上に繋げる為には、前半を振り
返るに当たっての着眼点が重要である。テーマを持って振り返り、効果的に達
成点・改善点を見出す事で後半の活動へ向けての意識向上と事業の効率化
を図る事が出来ると考える。
家族・社員参加型の事業を行う場合は、如何にして参加し易い状況を作り出
せるかが重要となる。多くの方に参加して頂く事で事業が活性化され、更なる
理解と協力に繋がると考える。

参加動員数
計画 結果

予算 ¥82,000

決算 ¥79,647
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事業区分 公２ 作成日

議長・委員長

目
的
に
達
し
た
点

目
的
に

達
し
な
かっ

た
点

２０１５年度事業報告 2015/9/14

会議・委員会 地域力向上委員会 塩見　知哉

事業名 ９月例会・乙訓ＤＲＥＡＭフェスタ

実施日時 ２０１５年９月１３日（日）　１０：００～１７：１４

実施場所 長岡天満宮

事業目的

（対外）乙訓地域の行政、地域諸団体、市民がネットワークをより強固にし、活気
に満ち溢れた乙訓（まち）の未来を共有する事で地域力の向上を図り、参加者に
気付きや学び、そして乙訓地域の魅力を知って頂き、乙訓地域に住まう一人ひと
りが夢と誇りを持てる乙訓(まち)の創造へと近付ける事を目的とする。
（対内）９月例会を行う事で、メンバー全員がまちづくりに対する意識の共有を図
り、その後行われる地域力向上事業では、乙訓地域にある関係諸団体や市民の
方達と、これまで築いてきた関係を更に深め、共に地域力を向上させる事を目的
とする。

事業の内容

【９月例会】
メンバー一人ひとりが９月例会と乙訓ＤＲＥＡＭフェスタの主旨を理解し、地域力の
向上へと繋げて行く。
【乙訓ＤＲＥＡＭフェスタ】
（諸団体のステージＰＲ）
諸団体の皆様と乙訓青年会議所メンバーと一緒にＰＲして頂く。
（メインフォーラム）
講師による講演
講師：森脇健児氏
テーマ：「夢をあきらめない心」
～一人の一歩がまちを変える～
【ステージ演出】
「和太鼓演奏」「小松哲也ライブ」「夢書道」
｢モザイクアート｣「ダンスステージ」

目
的
達
成
の
検
証

【９月例会】
①９月例会を行った事でメンバー全員のまちづくりに対する意識の共有が出来
た。
②９月例会の後、メンバー同士が協力し合い乙訓ＤＲＥＡＭフェスタの設営へと流
れる中で、一人ひとりがまちづくり活動の主旨を理解する事が出来た。
【乙訓ＤＲＥＡＭフェスタ】
①司会の矢野ひろし氏にブースリポートして頂いた事で、一般参加者の方々に乙
訓地域の魅力を知って頂けた。
②ステージＰＲを地域諸団体様とＪＣメンバー共働で作り上げた事で、力強い信頼
関係で結ばれたネットワークをより強固にする事が出来た。
③地域諸団体様とステージＰＲを行った事で、一般参加者に気付きや学びを与
え、乙訓地域の魅力を知って頂く事が出来た。
④森脇健児氏に「夢をあきらめない心」のテーマで講演して頂いた事で、参加者
の方々に夢を持つ大切さを理解して頂き、夢と誇りを持てる乙訓（まち）の創造へ
と近付ける事が出来た。
⑤乙訓地域に住まう市民の方々にステージプログラムを観て頂いた事で、複数の
乙訓地域諸団体の活動を知って頂き、市民、行政、地域諸団体が共に地域力を
向上させる契機にする事が出来た。乙訓青年会議所にとって、市民団体の方々とは協力し合える事業と成ったが、行
政間とは二市一町の首長による御挨拶に留まり、行政と協力し合える事業に迄
は至らなかった。
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一　　般 500 一　　般 650

ＪＣ会員 59 ＪＣ会員 48

合　　計 559名 合　　計 698

内部事業資金 ¥1,280,000 外部導入資金 ¥0 予算合計 ¥1,280,000

内部事業資金 ¥1,274,841 外部導入資金 ¥0 決算合計 ¥1,274,841

今後の展望

事業に御参加頂くのはNPO団体に限らず乙訓地域に根付いた様々な団体様と協
力する事で、新たなネットワークを強固にし、地域力の向上へと繋げていく。

参加動員数 計画 結果

予算

決算
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事業区分 その他 作成日

議長・委員長

目
的
に
達
し
た
点

目
的
に

達
し
な
かっ

た
点

２０１５年度事業報告 2015/10/17

会議・委員会 ＪＣ運動発信委員会 岩本　伸一

事業名 １０月例会

実施日時 ２０１５年　１０月　８日（木）　１８：３０～２１：１７（登録開始　１８：００）

実施場所 長岡京市立中央公民館　３階　市民ホール

事業目的

出向しているメンバーから活動内容や出向する事でしか学べない気付きを話
して頂き、また先輩諸兄の講演を通してメンバーに出向の素晴らしさを感じて
頂き、次年度以降の出向意欲に繋がる事を目的とする。

事業の内容

【委員会発表】
テーマ：（公社）日本青年会議所の組織について
青年会議所の組織を映像化し、青年会議所組織を再認識して頂く。
【２０１３年度ご卒業第２７代理事長　高井茂行先輩ご講演】
時間：２５分
テーマ：出向×挑戦
～出向で得た宝物～
【内容】
出向での新たな仲間との出会い、様々な学びを多くの経験を通してお話頂く。
また、ご卒業後現在でも多くの仲間達と交流し友情が続いている事をお話頂
く。
テーマ：青年会議所を知り、出向を知ると眠れる獅子が目を覚ます！
今回はエンカウンターグループ形式で行い、日本青年会議所・近畿地区協議
会・京都ブロック協議会２グループの合計４グループに分け、出向について話
して頂く。
【内容】
出向メンバーに出向の素晴らしさ、学び、自己の成長を話して頂き、メンバー
に次年度以降への出向意欲を向上して頂く。
また、質疑応答は設けず、１グループの持ち時間内に、自由に時間内で質問
をし、対話形式で行う。対話形式にする事により、リラックスした中で、出向に
ついての正直な思いや気持ちが聞け、出向に対しての興味や意欲が出る。
【委員会まとめ】
担当：鳥居委員
時間：５分
①出向する事でしか学べない気付きが、自己の成長に繋がる事をお伝えす
る。

目
的
達
成
の
検
証

委員会発表では青年会議所の組織を再認識して頂き後の講演、エンカウン
ターグループに繋がり出向意欲への一助となり高井先輩の講演を通して、出
向する事で沢山の人との出会いや様々な学びを経験出来る事を認識して頂
けた。更に、エンカウンターグループを通して、出向しているメンバーから活動
内容や出向する事でしか学べない気付きを話して頂いた事で次年度以降の
出向意欲に繋げる事が出来た。
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一　　般 2 一　　般 11

ＪＣ会員 70 ＪＣ会員 52

合　　計 72 合　　計 63

内部事業資金 ¥22,500 外部導入資金 ¥0 予算合計 ¥22,500

内部事業資金 ¥21,929 外部導入資金 ¥0 決算合計 ¥21,929

今後の展望

本例会の経験を活かし、乙訓青年会議所から多数のメンバーの出向を排出
し乙訓青年会議所の活性化に繋げて参ります。

参加動員数 計画 結果

予算

決算
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事業区分 公３ 作成日

委員長

目
的
に
達
し
た

点

目
的
に

達
し
な

かっ

た
点

一　　般 200 一　　般 81

ＪＣ会員 62 ＪＣ会員 52

合　　計 262 合　　計 133

内部事業資金 ¥398,308 外部導入資金 ¥0 予算合計 ¥398,308

内部事業資金 ¥398,308 外部導入資金 ¥0 決算合計 ¥398,308

２０１５年度事業報告 2015/11/15

委員会 研修委員会 谷口　直満

事業名 １１月オープン例会

今後の展望

地域から必要とされる人財になる為には継続的に研修を行い、資質向上に努
める。

実施日時 ２０１５年１１月１２日（木）　１８：００～２１：１２

実施場所 長岡京市中央生涯センター

事業目的

（対外）人は周囲の方と関わりを持ちながら成長している事を認識し、相手を
思いやる心を持ち周囲から信頼される人財へとなって頂く一助となる事を目的
とする。　　　　（対内）信頼関係を構築するには相手を思いやる心を持たなけ
ればならない事を理解し、周囲の方から信頼され、模範となる地域のリーダー
の醸成に繋げて頂く事を目的とする。

参加動員数 計画 結果

予算

決算

事業の内容

【講演】
時間：６７分テーマ：「信頼関係の構築」～相手を思いやる心～
講師：越前屋　俵太氏（えちぜんや　ひょうた）（講演内で、講師が準備した映
像を使用）
内容
①信頼関係の構築の為には、感謝の気持ちを持ち、相手を思いやる心を持っ
て周囲との関係を築く姿勢こそが何よりも大切である事をお伝え頂く。
②相手を思いやる事を理解した上で全ての人に対して誠実さを持って行動す
る事が大切であり、相手を尊重しながら接する事の大事さをお伝え頂く。
③良き人間関係を築く様に常に意識する事で自分自身の成長に繋がる事を
お伝え頂く。
【委員会まとめ】時間：１２分　一般向け３分　メンバー向け９分
発表者：一般向け→中川副委員長　メンバー向け→下戸委員・中川副委員長
（プレゼンテーションソフト使用）
①一般の方に１１月例会のまとめを説明する。
②３月例会、７月例会、研修事業を振り返り、１年間の総まとめをお伝えする。
③信頼関係の構築の為には、相手を思いやる心を持って周囲と接し、自分自
身を成長させる事の大切さをお伝えする。
④模範となる地域のリーダーになる為には、周囲との良き関係は必要であり、

目
的
達
成
の
検
証

①信頼関係の構築の為には、相手を思いやる心を持って周囲との関係を築く
姿勢こそが何よりも大切である事をお伝え頂き認識する事が出来た。
②相手を思いやる事を理解した上で全ての人に対して誠実さを持って行動す
る事が大切であり、相手を尊重しながら接する事の大事さをお伝え頂き認識
する事が出来た。
③良き人間関係を築く様に正直に自分をさらけ出し、自分自身の成長に繋が
る事をお伝え頂き認識する事が出来た。
無
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事業区分 その他 作成日

委員長

目
的
に
達
し
た
点

目
的
に

達
し
な
かっ

た
点

２０１５年度事業報告 2015/12/14

会議・委員会 総務財政委員会 能見　太郎

事業名 １２月例会

実施日時 ２０１５年１２月１０日（木）　１８：３０～２１：１１

実施場所 長岡京市立中央公民館　三階　市民ホール

事業目的

三宅理事長が掲げられた「ＳＴＡＹ　ＤＲＥＡＭ」－大志を抱き、次代へと誘う燈
火となれ－のスローガンのもとで活動して来た集大成として１年間の活動成
果を振り返り、顕著な活動を行ったメンバーを称える事で、全てのメンバーが
夢と誇りを持ち、次年度の活動に邁進して頂く事を目的とする。

事業の内容

【褒賞授与式】
内容：本年度に躊躇な活躍をされた個人を称え表彰する。
・実質１００％出席賞発表・乙訓ＪＣグランドスラム賞発表
・乙訓ＪＣ特別賞発表
・特別功労賞発表
・出向者特別賞発表
・最優秀新人賞発表
・優秀会員賞発表
・最優秀会員賞発表
【委員長総括】
内容：各委員長より1年間の委員会活動を振り返って頂き、活動成果を総括し
て頂く。
【理事長総括】
内容：三宅理事長より1年間乙訓青年会議所活動を振り返って頂き、活動成
果を総括して頂く。
【エンディング映像】
内容：1年間の活動をまとめたエンディング映像を流し、振り返って頂く。
【理事長バッジ・直前理事長バッジ交換、プレジデンシャルリース伝達式】
内容：三宅理事長から松宮理事長予定者へ伝達して頂く。
【理事長予定者挨拶】
内容：松宮理事長予定者に次年度への意気込みと抱負を話して頂く。

目
的
達
成
の
検
証

①理事長より本年度の活動を総括して頂いた事で、メンバー全員が「ＳＴＡＹ
ＤＲＥＡＭ」－大志を抱き、次代へと誘(いざな)う燈火となれ－のスローガンの
もと活動して来た一年間を振り返ると共に達成感を分かち合って本年度を締
め括る事が出来、次年度へ向けて夢と誇りを持ち、目的に向かって邁進して
頂く一助とする事が出来た。
②褒賞授与式に於いて、本年度顕著な活躍をされたメンバーを称え、また受
賞理由を発表すると共に、受賞者に一年間の活動を振り返りどの様な気概を
持って活動されてきたかを発表頂いた事で、青年会議所活動に励む気概をメ
ンバー全員が持つ事が出来、次年度の活動に向けて組織全体の活性化を図
る事が出来た。
③各委員長より１年間の活動成果の振り返りと、理事長から正副メンバー、
担当役員から委員長、委員長から委員会メンバーに対する感謝の想いを席
札の裏面に記載して頂いた事で、絆を再確認する事が出来、全てのメンバー
が次年度に向けて、気持ちを一つにして頂く事が出来た。
④理事長バッジ・直前理事長バッジ交換並びにプレジデンシャルリース伝達
式に於いて、２０１５年度から２０１６年度への引継ぎを行い、理事長予定者よ
り次年度の活動指針を話して頂く事で、次年度に向けての意識を高めメン
バーが志を一つにして頂く事が出来た。

無し
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一　　般 9 一　　般 1

ＪＣ会員 67 ＪＣ会員 56

合　　計 76 合　　計 57

内部事業資金 ¥175,000 外部導入資金 ¥0 予算合計 ¥175,000

内部事業資金 ¥165,478 外部導入資金 ¥0 決算合計 ¥165,478

今後の展望
これまでと同様に、1年間の総決算としての例会を開催する事が望ましいと考
える。

参加動員数 計画 結果

予算

決算
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理  事  会 

 

回 数 

開  催  日 

場     所 

 

審 議 事 項 

第１回 

(予定者) 

 

２０１４年１０月１日（水） 

向日市商工会館 ３階  

大会議室 

１）基本理念・基本方針（案）に関する件  

２）スローガン・テーマ（案）に関する件  

３）理事長所信（案）に関する件      

４）組織図（案）に関する件       

５）会議・構成員（案）に関する件     

６）事業計画（案）に関する件        

７）委員会活動計画（案）に関する件   

８）委員会配属（案）に関する件       

９）事業計画書・予算書に関する件       

 ａ）役員セミナー 

第２回 

(予定者) 

 

２０１４年１０月３０日(木)

向日市商工会館 ３階  

大会議室 

１）会議・構成員変更（案）に関する件  

２）組織図変更（案）に関する件          

３）委員長方針（案）に関する件  

 ａ）総務財政委員会  

 ｂ）魅力伝播委員会   

 ｃ）ＪＣ運動発信委員会 

 ｄ）地域力向上委員会   

 ｅ）青少年育成委員会 

 ｆ）研修委員会 

 ｇ）絆委員会  

４）諸登録料（案）に関する件 

５）第１次収支予算案（案）に関する件 

６）委員会配属（案）に関する件 

第３回 

(予定者) 

２０１４年１１月１９日（水） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１）委員長方針（案）に関する件 

 ａ）総務財政委員会 

 ｂ）魅力伝播委員会  

 ｃ）青少年育成委員会  

 ｄ）研修委員会 

２）事業予算支出依頼書に関する件 

  ａ）長岡京市長選挙マニフェスト志向型公開討論会 

 ｂ）おとくに新聞    

 ｃ）乙訓 JCホームページ 
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３）事業計画書・予算書に関する件 

 ａ）1 月例会・新春交歓会  

４）会員選考委員会設置（案）に関する件 

５）入会基準（案）に関する件 

６）褒賞基準（案）に関する件    

第４回 

(予定者) 

２０１４年１２月１７日（水） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１）事業計画書・予算書に関する件 

 ａ）乙訓文化少年団団員募集 

２）委員会配属（案） 

第１回 

 

２０１５年１月１５日（木） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１）第２次収支予算（案）に関する件 

２）通常総会に付議すべき事項に関する件 

３）事業計画書・予算書に関する件 

 ａ）乙訓ＪＣ説明会並びに新入会員募集 

  ｂ）２月オープン例会 

  ｃ）３月オープン例会 

第１回 

（臨時） 

 

２０１５年１月２２日（木） 

向日市商工会館 ３階  

大会議室 

１）事業計画書・予算書に関する件 

 a)ＪＣ説明会並びに新入会員入会に関する件 

第２回 

 

２０１５年２月１９日（木） 

向日市商工会館 ３階  

大会議室 

１）事業計画書・修正予算に関する件 

 ａ）長岡京市長選挙マニフェスト志向型公開討論会 

２）事業決算支出報告書・決算書に関する件 

  ａ）長岡京市長選挙マニフェスト志向型公開討論会 

３）事業報告書・決算書に関する件 

 ａ）役員セミナー 

  ｂ）１月例会・新春交歓会 

４）事業予算支出依頼書に関する件 

  ａ）ＫＡＲＡ－１グランプリ 

５）事業計画書・予算書に関する件 

 ａ）乙訓文化少年団 

 ｂ）４月メモリアル１００％出席例会 

６）３月新入会員入会に関する件 

７）新入会員委員会配属（案）に関する件 

第３回 

 

２０１５年３月１９日（木） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１）事業予算支出依頼書に関する件  

  ａ）向日市長選挙マニフェスト志向型公開討論会 

２）事業計画書・予算書に関する件 

 ａ）４月メモリアル１００％出席例会 

 ｂ）５月オープン例会 
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３）４月新入会員入会に関する件 

４）新入会員委員会配属（案）に関する件 

第４回 

 

２０１５年４月１６日（木） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１）事業計画書・収支予算書修正に関する件 

  ａ）２月オープン例会 

２）事業報告書・決算書に関する件 

 ａ）２月オープン例会 

 ｂ）３月オープン例会 

３）事業計画書・予算書に関する件 

 ａ）６月オープン例会 

４）５月新入会員入会に関する件 

５）新入会員委員会配属（案）に関する件 

第５回 

 

２０１５年５月２１日（木） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１）事業計画書・予算書修正に関する件 

ａ）４月メモリアル 100％出席例会 

２）事業決算支出報告書・決算書に関する件 

ａ）ＫＡＲＡ－１グランプリ 

３）事業報告書・決算書に関する件 

ａ）４月メモリアル 100％出席例会 

４）事業計画書・予算書に関する件 

 ａ）６月オープン例会 

 ｂ）７月オープン例会 

５）選挙管理委員会設置（案）に関する件 

第６回 ２０１５年６月１８日（木） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１）事業決算支出報告書・収支決算書に関する件 

ａ）向日市長選挙マニフェスト志向型公開討論会 

２）事業報告書・収支決算書に関する件 

ａ）２月オープン例会 

ｂ）５月オープン例会 

３）事業計画書・収支予算書に関する件 

ａ）８月例会・納涼会 

４）７月新入会員入会に関する件 

５）新入会員委員会配属（案）に関する件 

第７回 

 

２０１５年７月１６日（木） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１）事業報告書・収支決算書に関する件 

ａ）６月オープン例会 

２）事業計画書・収支予算書に関する件 

ａ）９月例会・乙訓ＤＲＥＡＭフェスタ 

３）８月新入会員入会に関する件 

４）委員会配属（案）に関する件 
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第８回 

 

２０１５年８月２０日（木） 

大原野総合自治会館 

１）事業報告書・収支決算書に関する件 

ａ）乙訓文化少年団団員募集 

ｂ）７月オープン例会 

２事業計画書・収支予算書に関する件 

ａ）ＦＴセミナー 

ｂ）１０月例会 

ｃ）１０月研修事業 

第９回 

 

２０１５年９月１７日（木） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１）事業報告書・収支決算書に関する件 

ａ）７月オープン例会 

ｂ）８月例会・納涼会 

２）事業計画書・収支予算書に関する件 

ａ）１１月オープン例会 

３）１０月新入会員入会に関する件 

４）委員会配属（案）に関する件 

５）第１回臨時総会に付議すべき事項に関する件 

第１０回 ２０１５年１０月１５日（木） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１）事業報告書・収支決算書に関する件 

ａ）７月オープン例会 

２）事業計画書・収支予算書に関する件 

ａ）１１月オープン例会 

ｂ）１２月例会 

ｃ）１２月卒業式・忘年会 

３）１１月新入会員入会に関する件 

４）委員会配属（案）に関する件 

第１１回 ２０１５年１１月１９日（木） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１)事業報告書・収支決算書に関する件 

ａ）９月例会・乙訓ＤＲＥＡＭフェスタ 

ｂ）１０月例会 

２)第２回臨時総会に付議すべき事項に関する件 

３)１２月新入会員入会に関する件 

４)委員会配属（案）に関する件 

第２回 

（臨時） 

 

２０１５年１２月４日(金) 

長岡京市立産業文化会館 

３階 第１会議室 

１）特別功労賞・乙訓ＪＣ特別賞・出向者特別賞・最

優秀新人賞・優秀会員賞・最優秀会員賞に関する件 

第１２回 

 

 

 

２０１５年１２月１７日（木） 

あさひ 

１）事業計画書・修正予算に関する件 

ａ）ＦＴセミナー 

 ｂ）１１月オープン例会 

２)事業報告書・決算書に関する件 
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ａ）１０月研修事業 

ｂ）１１月オープン例会 

ｃ）ＦＴセミナー 

ｄ）乙訓ＪＣ説明会 

第３回 

（臨時） 

 

 

２０１５年１２月２４日（木） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１）事業計画書・支出予算書修正に関する件 

ａ）おとくにしんぶん 

２) 事業決算・支出決算書に関する件 

ａ）おとくにしんぶん 

ｂ）乙訓ＪＣホームページ  

３) 事業報告書・収支決算書に関する件 

ａ）１０月研修事業 

 ｂ）ＦＴセミナー 

 ｃ）１１月オープン例会 

ｄ）乙訓ＪＣ説明会並びに新入会員募集 

ｅ）乙訓文化少年団 

ｆ）１２月例会 

ｇ）卒業式・忘年会 

第４回 

（臨時） 

 

 

２０１６年１月１５日（金） 

向日市商工会館 ３階 

大会議室 

１）通常総会に付議すべき事項に関する件 
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常 設 委 員 会 

 

 

１．地域力向上委員会（主たる事業） 

① ５月例会の開催（オープン例会） 

② ９月例会・広域な連携を推進し地域力が向上する事業の開催 

③ 二市一町の行政・各諸団体との連携 

④ 公益社団法人日本青年会議所・協働運動の連携と推進 

⑤ 各種選挙における公開討論会の実施 

 

 

２．ＪＣ運動発信委員会（主たる事業） 

① ４月メモリアル１００％出席例会の開催 

② １０月例会の開催 

③ 京都ブロック協議会公式訪問の開催 

④ 行政地域諸団体の情報の収集及び管理 

⑤ 青年会議所活動及び地域活動の外部発信並びに会報「おとくに新聞」の

制作・発行及び管理（年１２回） 

⑥ 公式ホームページの制作及び管理 

⑦ ＬＯＭ外情報に関する内部発信 

⑧ ＬＯＭ内外各種事業の記録データ管理 

⑨ 理事長対談の取材に関する事項 

⑩ ＪＣＩ・公益社団法人日本青年会議所・近畿地区協議会・京都ブロック

協議会・各地青年会議所に関する案内・登録手続きに関する事項 

⑪ 出向者支援に関する事項 

⑫ 各事業案内のとりまとめに関する事項 

 

 

３．青少年育成委員会（主たる事業） 

① ６月例会の開催（オープン例会） 

② ケイジャーズカップ実行委員会への連携 

③ 乙訓文化少年団の運営 

④ 乙訓地方小学生駅伝大会委員会への連携 

⑤ 公益社団法人日本青年会議所・協働運動の実践 
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４．研修委員会（主たる事業） 

① ３月例会の開催（オープン例会） 

② ７月例会の開催（オープン例会） 

③ １１月例会の開催（オープン例会） 

④ 研修事業の開催 

 

 

５．絆委員会（主たる事業） 

① １月例会・新春交歓会の開催 

② ８月例会・納涼会の開催（家族・社員参加型） 

③ １２月卒業式・忘年会の開催 

④ 会員交流会の開催 

⑤ 会員及び特別会員との親睦に関する事項 

 

 

６．魅力伝播委員会（主たる事業） 

① 会員拡大活動の実施 

② 入会説明会の開催 

③ ２月例会の開催（オープン例会） 

④ ＦＴセミナーの開催 

⑤ 異業種交流会の開催 

⑥ 各委員会への会員拡大活動の支援 

⑦ 会員拡大活動に関する情報管理と更新 

⑧ 新入会員の入会に至るまでのサポート 

⑨ 新入会員の入会後のサポート 

⑩  新入会員入会式の設営・運営 

 

 

７．総務財政委員会（主たる事業） 

① １２月例会の開催 

② 役員セミナー・事務事項説明会の開催 

③ 総務及び庶務に関する事項 

④ 事務局の管理運営に関する事項 

⑤ 会員名簿及び基本資料の作成 

⑥ ＬＯＭ運営マニュアルの作成 

⑦ 会員の褒賞・表彰及びブロック等への事業褒賞申請に関する事項 
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⑧ 総会及び理事会・正副理事長会議の設営・運営 

⑨ 総務審査会議の設営・運営 

⑩ 議案の管理に関する事項 

⑪ 財務、会計一般に関する事項 

⑫ 財務、コンプライアンス会議の設営・運営 



- 155 - 

 

 

月 日 曜日 場所 人数 出席者

2014

9月 22 月 京都ブロック（協）　第１回理事長ミーティング サンプラザ万助　 2 理事長他

30 火 飛竹会常任幹事会・歴代理事長会 京都ホテルオークラ別邸  粟田山荘 10 理事長他

10月 1 水 第１回理事予定者会議
向日市商工会館　３階　会議室

22 理事長他

3 金 京都ブロック（協）第１回正副役員ミーティング 2 松宮副理事長

6 月 理事予定者懇親会 鳥久 22 理事長他

20 月 京都ブロック（協）第1回正副役員予定者会議 2 松宮副理事長他

27 月 京都ブロック（協）第2回正副役員予定者会議 2 松宮副理事長他

24 金 役員セミナー 長岡京市中央生涯学習センター 30 理事長他

27 月 事務事項説明会 長岡京市中央生涯学習センター 36 総務財政

近畿地区（協）事業説明会 スイスホテル　南海大阪 2 松宮副理事長他

飛竹会幹事会・飛竹会臨時総会 ＭＡＮＹＯＫＥＮ　ｓｔｙｌｅ　高島屋店 3 理事長他

飛竹会懇親会 ＭＡＮＹＯＫＥＮ　ｓｔｙｌｅ　高島屋店 20 理事長他

京都ブロック協議会 委員会報告会 ＡＮＡクラウンプラザホテル京都 25 理事長他

京都ブロック協議会　本次年度合同懇親会 ＡＮＡクラウンプラザホテル京都 27 理事長他

11月 9 日 長岡京ガラシャ祭り 長岡京市 13 地域力向上

10 月 京都ブロック（協）第2回正副役員予定者会議 2 松宮副理事長他

14 金 ケイジャーズ総会 うお嘉 6 青少年育成

17 月 京都ブロック（協）第２回会員会議所予定者会儀 京 綾部ホテル　２Ｆ　「紅梅の間」 4 理事長他

12月 8 月 京都ブロック（協）第4回正副役員予定者会議 2 松宮副理事長他

京都ブロック（協）第3回会員会議所予定者会儀 京都府中小企業会館　８Ｆ　８０２号室 4 理事長他

京都ブロック（協）委員会顔合わせ 31 理事長他

2015

1月 5 月 長岡京市年賀交歓会 長岡京市立産業文化会館1階 2 理事長他

事務局開き ＪＣルーム 18 理事長他

二市一町行政挨拶まわり 二市一町他 16 理事長他

宇治ＪＣ初釜 対鳳庵 7 理事長他

宇治ＪＣ１月例会・新春交流会 パルティール京都 8 理事長他

8 木 １月例会･新春交歓会 ハイアットリージェンシー京都 理事長他

9 金 （一社）城陽青年会議所　１月新年例会 文化パルク城陽 10 理事長他

青松会初釜

（一社）山城青年会議所　１月新春例会 けいはんなプラザ 14 理事長他

12 月 京都ブロック（協）正副役員会議 2 松宮副理事長他

13 火 （一社）亀岡青年会議所　１月新年例会並びに賀詞交歓会 ガレリアかめおか 16 理事長他

14 水 （公社）京都青年会議所　１月例会並びに新春交歓会 京都ホテルオークラ 19 理事長他

15 木 桂川流域クリーン大作戦実施説明会 長岡京市立中央公民館 3 塩見委員長他

20 金 （一社）高槻青年会議所　新年互礼会 アンシャルデ・マリアージュ 2 理事長他

22～25 日本ＪＣ京都会議

23 金 近畿地区（協）第1回会員会議所会議 国立京都国際会議場 2 理事長他

公益社団法人日本青年会議所　第１４７回総会 国立京都国際会議場 2 理事長他

２０１５年度京都会議　全国理事長パワーセッション 国立京都国際会議場 2 理事長他

ＬＯＭナイト かに家　京都店 39 理事長他

26 月 飛竹会常任幹事会・乙訓ＪＣじゃがいもクラブ役員会 うお嘉 4 理事長他

厄年参り 石清水八幡宮 6 15卒業予定者

京都ブロック（協）第１回会員会議所会議 亀岡 5 理事長他

30 金 第１回通常総会・京都ブロック（協）　会長訪問 長岡京市立中央公民館　市民ホール 41 理事長他

29 水

31 金

20 土

6 火

7 水

10 土

24 土

28 水
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2月 第４回長岡京市行財政健全化推進委員会 長岡京市役所 1 能見委員長

山城広域振興局少子化対策地域戦会議　乙訓地域部会 乙訓保健所 1 田中直前理事長

3 火 乙訓ＪＣ説明会 長岡京市立産業文化会館 30 会員拡大

7 土 京都乙訓ロータリークラブ　創立４５周年記念式典 ホテル京都エミナース 2 理事長他

12 木 京都ブロック（協）第２回正副役員会議 亀岡 2 松宮副理事長他

会員交流会　ダーツ大会 KAM’S KYOTO 30 絆

会員交流会　懇親会 オリエンタル京都　朱雀邸　Esora 37 絆

15 日 ケイジャーズカップ 決勝大会 乙訓高校 11 青少年育成

第８回桂川流域クリーン大作戦 三川合流付近 31 理事長他

第１回ながおかきょう福祉まつり 長岡京市 15 理事長他

28 土 京都ブロック（協）第２回会員会議所会議 山城 5 理事長他

3月 3 火 乙訓ＪＣ説明会 長岡京市産業文化会館 25 会員拡大

9 月 京都ブロック（協）第３回正副役員会議 乙訓 8 理事長他

10 火 山城広域振興局少子化対策地域戦略会議 文化パルク城陽 1 田中直前理事長

３ＬＯＭ合同スポーツ交流会　フットサル大会 ケルビトフットサルクラブ 25 理事長他

３ＬＯＭ合同スポーツ交流会　懇親会 ホテル京都エミナース 理事長他

25 水 第３１回「乙訓ＪＣじゃがいもクラブ」例会ゴルフコンペ 近江カントリークラブ 19 理事長他

京都ブロック（協）第３回会員会議所会議 舞鶴 4 理事長他

ＫＡＲＡ-１グランプリ　事前準備 向日町競輪場 21 地域力向上

28 土 第４回ＫＡＲＡ-１グランプリ２０１５ 向日町競輪場 52 地域力向上

30 月 ２０１５年度京都ブロック協議会　拡大セミナー ガレリアかめおか 27 理事長他

4月 5 日 乙訓文化少年団４月事業「発団式・竹工作」 長岡京市立産業文化会館 26 青少年育成

7 火 乙訓ＪＣ説明会 長岡京市立産業文化会館 23 会員拡大

11 土 京都ブロック（協）第４回正副役員会議 宮津 2 松宮副理事長他

14 火 飛竹会「常任幹事会」「幹事会」「総会」「懇親会」 THE　SODOH HIGASHIYAMA KYOTO 21 理事長他

15 水 向日市長選挙マニフェスト志向型公開討論会　チラシ配り 向日市 27 地域力向上

17 金 向日市長選挙マニフェスト志向型公開討論会 向日市民会館 30 地域力向上

20 月 第１回長岡京市行財政健全化推進委員会 長岡京市役所 1 能見委員長

22 水 ガラシャ祭実行委員会　第６回イベント部会 長岡京市役所 3 岩井副理事長他

23 木 京都ブロック（協）第４回会員会議所会議 宇治 4 理事長他

24 金 ガラシャ祭実行委員会　役員会 長岡京市役所 3 理事長他

25 土 （一社）亀岡青年会議所 創立３５周年記念式典・祝賀会 ガレリアかめおか 18 理事長他

5月 2 土 京都ブロック（協）　「憲法ライブ２０１５考【ｔｈｉｎｋ！】」 ガレリアかめおか 30 理事長他

7 木 京都ブロック（協）第５回正副役員会議 京都 2 松宮副理事長他

8 金 乙訓ＪＣ説明会 長岡京市立産業文化会館 24 会員拡大

10 日 乙訓文化少年団　５月事業「化学実験」 大山崎町立ふるさとセンター 23 青少年育成

17 日 京都ブロック協議会事業　第４３回会員大会　 文化パルク城陽 39 理事長他

乙訓圏域障がい者自立支援協議会　平成２７年度全体会 乙訓保健所 2 谷口委員長他

第２回事務事項説明会 長岡京市中央生涯学習センター 38 総務財政

23 土 京都ブロック（協）第５回会員会議所会議 城陽 4 理事長他

26 火 京都ブロック協議会国際交流推進事業 事前勉強会 京都・亀岡・湯の花温泉　渓山閣 14 理事長他

27 水 ＧＴＳお見送り 大山崎インター入口手前サークルK 19 理事長他

27～30 ＧＴＳ ミャンマー 2 川口監事他

29 金 長岡京市ガラシャ祭実行委員会　役員会 長岡京市役所 3 理事長他

30 土 長岡京市ガラシャ祭実行委員会　総会 長岡京市役所 3 理事長他

31 日 一般社団法人京丹後青年会議所　創立５０周年記念式典並びに懇親会 アグリセンター大宮・丹後王国「食のみやこ」 19 理事長他

2 月

14 土

22 日

14 土

27 金

22 金
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6月 2 火 乙訓ＪＣ説明会 長岡京市立産業文化会館 27 会員拡大

2 火 第２４回ポテトカップチャリティーゴルフコンペ 近江カントリークラブ 9 理事長他

5 金 第１回「親育ネットおとくに」協議会 乙訓総合庁舎 2 南出副理事長他

7 日 乙訓文化少年団　６月事業 西の丘ローンテニスクラブ 21 青少年育成

9 火 京都ブロック（協）第６回正副役員会議 京丹後 2 松宮副理事長他

12 金 国際ミッションinマレーシア（コタ・キナバル）お見送り ＪＲ京都駅中央改札口 27 理事長他

12～15 第６４回JCIアジア太平洋会議（ASPAC）・国際ミッション コタキナバル 16 理事長他

21 日 近畿地区野球大会予選会 八幡市民スポーツ公園 11 理事長他

24 水 京都ブロック（協）第６回会員会議所会議 長岡京市立中央公民館 5 理事長他

27 土 バンビオ１０周年記念式典 長岡京市総合交流センター３階 2 能見委員長

30 火
公益社団法人日本青年会議所　近畿地区協議会　交流ゴルフコンペ並びに　サンケイス
ポーツ　近畿オープンゴルフ選手権　チャリティーゴルフコンペ

瀬田ゴルフコース 7 理事長他

7月 2 木 理事長監事選出委員選挙　不在者投票日 長岡京市立産業文化会館

5 日 乙訓文化少年団　７月事業「工場見学・お菓子作り体験」 亀岡　若菜屋 15 青少年育成

7 火 乙訓ＪＣ説明会 長岡京市立産業文化会館 21 会員拡大

理事長監事選出委員選挙　投票日 長岡京市立産業文化会館

第２４回亀岡ＪＣにのうみ会チャリティーゴルフコンペ 8 理事長他

10 金 京都ブロック（協）第７回正副役員会議 船井 2 松宮副理事長他

11 土 近畿地区（協）第２回会員会議所会議 草津市立草津クレアホール 2 理事長他

11～12 近畿地区協議会　２０１５年度近畿地区大会　草津大会 草津 28 理事長他

公益社団法人日本青年会議所　サマーコンファレンス 横浜 26 理事長他

公益社団法人日本青年会議所　サマーコンファレンス　ＬＯＭナイト 横浜 30 理事長他

22 水 第３２回「乙訓ＪＣじゃがいもクラブ」例会ゴルフコンペ るり渓ゴルフクラブ 19 理事長他

京都ブロック（協）第７回会員会議所会議 2 松宮副理事長他

第２回「親育ネットおとくに」協議会 京都府乙訓総合庁舎 1 渡辺委員長

27 月 第２回長岡京市行財政健全化推進委員会 長岡京市役所 1 渡辺委員長

28 火 第２６回乙訓地方小学生駅伝大会　委員会総会 乙訓総合庁舎 1 南出副理事長

29 水 大山崎町地域創生有識者会議 大山崎町役場 1 南出副理事長

30 木 異業種交流会 うお寿 28 理事長他

31 金 京都乙訓ロータリークラブ　例会 ホテル京都エミナース 4 理事長他

8月 1～2 乙訓文化少年団　８月事業「１泊２日キャンプ」 希望ヶ丘文化公園　野外活動センター 38 青少年育成

4 火 乙訓ＪＣ説明会 長岡京市立産業文化会館 23 会員拡大

6 木 理事選挙　不在者投票日 長岡京市立産業文化会館

7 金 長岡京市ガラシャ祭実行委員会　第２回イベント部会 長岡京市立産業文化会館 1 塩見委員長

10 月 理事選挙　投票日 長岡京市立産業文化会館

19 水 京都府立向陽高等学校　就職模擬面接 京都府立向陽高等学校 3 川口監事他

20 木 長岡京市ガラシャ祭実行委員会　役員会 長岡京市役所 2 理事長他

22 土 近畿地区野球大会in京都 亀岡運動公園野球場 30 理事長他

26 水 第１５回委員会対抗ゴルフコンペ ベニーカントリークラブ 27 理事長他

28 金 飛竹会常任幹事会 寿司・割烹やまなか 4 理事長他

29 土 京都ブロック協議会　アカデミー事業 石清水八幡宮清峯殿

8 水

18～20

24 金
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9月 1 火 乙訓ＪＣ説明会 長岡京市立産業文化会館 28 会員拡大

2 水 京都ＪＣじゃがいもクラブ　６０周年記念コンペ並びに祝賀会 ジャパンエースゴルフ倶楽部 6 理事長他

3 木 京都ブロック（協）第８回正副役員会議 山城 2 松宮副理事長他

6 日 乙訓文化少年団　９月事業「ピザ作り」 長岡京市中央生涯学習センター 28 青少年育成

13 日 乙訓ドリームフェスタ 長岡天満宮 49 地域力向上

18 金 第２６回乙訓地方小学生駅伝大会　幹事会 乙訓総合庁舎 2 理事長他

20 日 京都ブロック（協）第８回会員会議所会議 宮津 5 理事長他

24 木 第１回親まなびミニフォーラム・第３回「親育ネットおとくに」協議会 京都府乙訓総合庁舎 1 渡辺委員長

24～27 第６４回全国会員大会 八戸 39 理事長他

25 金 公益社団法人 日本青年会議所　第１２５回総会 八戸市公会堂 2 理事長他

28 月 第２回大山崎町地域創生有識者会議 大山崎町役場 1 南出副理事長

30 水 第３５回歴代理事長会 京懐石　美濃吉本店　竹茂楼 12 理事長他

10月 2 金 第1回臨時総会 長岡京市中央生涯学習センター 51 理事長他

2 金 第３回長岡京市行財政健全化推進委員会 長岡京市役所 1 能見委員長

2 金 長岡京市ガラシャ祭実行委員会　第２回イベント部会 長岡京市立産業文化会館 2 理事長他

4 日 乙訓文化少年団　１０月事業「芋掘り」 20 青少年育成

6 火 乙訓ＪＣ説明会 長岡京市立産業文化会館 18 会員拡大

9 金 京都ブロック（協）第９回正副役員会議 宇治 2 松宮副理事長他

18 日 ＦＴセミナー 長岡京市中央生涯学習センター　 43 会員拡大

20 火 第３回大山崎町地域創生有識者会議 大山崎町役場 1 南出副理事長

24 土 １０月研修事業 ホテル京都エミナース

26 月 青松会 十周年記念茶会並びに懇親会 立命館中学校・高等学校　長岡京キャンパス 20 理事長他

飛竹会「常任幹事会」「幹事会」「総会」「懇親会」 老香港酒家京都 28 理事長他

長岡京市ガラシャ祭　イベント協力員説明会 長岡京市立産業文化会館 2 塩見委員長他

京都ブロック（協）第９回会員会議所会議 京都

京都ブロック（協）２０１５年度委員会報告会並びに本次年度合同懇親会 ハイアットリージェンシー京都 37 理事長他

11月 1 日 乙訓文化少年団　１１月事業「手品教室」 大山崎町 23 青少年育成

3～8 ＪＣＩ世界会議

乙訓ＪＣ説明会 長岡京市立産業文化会館 25 会員拡大

世界会議金沢大会「街なか記念茶会」 石川県金沢市　「中村美術館　耕雲庵」 3 田中直前理事長他

6 金 長岡京市ガラシャ祭実行委員会　役員会 長岡京市役所 2 理事長他

8 日 長岡京市ガラシャ祭 長岡京市 24 地域力向上

京都ブロック（協）第１０回正副役員会議 福知山 2 松宮副理事長他

第８回京都ブロック協議会１０年会親睦ゴルフコンペ 亀岡カントリークラブ 1 中路副理事長

13 金 第２６回乙訓地方小学生駅伝大会　幹事会式典部会 京都府乙訓総合庁舎 1 理事長

18 水 第３３回「乙訓ＪＣじゃがいもクラブ」例会ゴルフコンペ ベニーカントリー倶楽部 17 理事長他

22 日 乙訓親まなびフォーラム及び第５回「親育ネットおとくに」協議会 京都府立乙訓高等学校 3 佐々木幹事他

26 木 第４回大山崎町地域創生有識者会議 大山崎町役場 1 南出副理事長

28 土 乙訓ふるさとふれあい駅伝 二市一町 55 青少年育成

28 土 京都ブロック（協）第９回会員会議所会議 福知山 4 松宮副理事長他

12月 4 金 第２回臨時総会 長岡京市立産業文化会館 51 理事長他

7 日 乙訓文化少年団　１２月事業「解団式・餅つき」 長岡天満宮 31 青少年育成

9 火 長岡京市ガラシャ祭実行委員会　第４回イベント部会 長岡京市立産業文化会館 2 塩見委員長他

10 木 １２月卒業式・忘年会 ホテル京都エミナース 60 理事長他

17 木 長岡京市ガラシャ祭実行委員会　役員会 長岡京市役所 4 理事長他

近畿地区協議会  第３回会員会議所会議 スイスホテル大阪 2 理事長他

近畿地区協議会 ２０１５年度　凱旋式 スイスホテル大阪 6 三浦委員長他

25 金 事務局納め ＪＣルーム 16 理事長他

28 水

23 水

30 金

4 水

9 月
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（単位：円）

科目 決算額 予算額 差異 備考
Ⅰ　事業活動収支の部
１．事業活動収入
(1)　特定資産運用収入 5,633 5,000 633
　特定資産利息収入 5,633 5,000 633
(2)　入会金収入 1,630,000 1,560,000 70,000
　新入会員入会金収入 720,000 720,000 0 @60,000円×12名
　特別会員入会金収入 910,000 840,000 70,000 @70,000円×13名（2011年度卒業生1名含む）
(3)　会費収入 8,790,000 9,350,000 △ 560,000
　正会員会費収入 8,060,000 8,450,000 △ 390,000 @130,000円×62名
　新入会員会費収入 730,000 900,000 △ 170,000 12名分
(4)　事業収入 784,000 818,000 △ 34,000
　登録料収入 400,000 400,000 0 文化少年団@10,000円×40名
　預り金収入 384,000 418,000 △ 34,000 ブロック会員大会@4,000×（64名）＋@2,000×地区会員大会（64名）

(5)補助金収入 0 0 0
　国庫補助金収入 0 0 0
　地方公共団体補助金収入 0 0 0
　民間補助金収入 0 0 0
　国庫助成金収入 0 0 0
　地方公共団体助成金収入 0 0 0
　民間助成金収入 0 0 0
(6)　寄付金収入 0 0 0
　飛竹会寄付金収入 0 0 0
　歴代理事長会寄付金収入 0 0 0
　その他寄付金収入 0 0 0 衆議院議員選挙公開討論会に伴う寄付金
(7)　雑収入 117,758 41,500 76,258
　受取利息収入 772 1,500 △ 728
  京都ブロック協議会受入収入 0 0 0
　その他雑収入 116,986 40,000 76,986 じゃがいも事務局費、ＪＣカード利用手数料他
　　事業活動収入計 11,327,391 11,774,500 △ 447,109
２．事業活動支出
(1)　事業費支出 6,172,065 6,491,000 △ 318,935
　　　　　総務財政委員会 171,828 187,000 △ 15,172 役員セミナー、12月例会
　　　　　青少年育成委員会 1,068,305 1,085,000 △ 16,695 文化少年団募集、文化少年団、6月オープン例会
　　　　　地域力向上委員会　 1,401,204 1,410,000 △ 8,796 5月オープン例会、9月例会・乙訓ドリームフェスタ
　　　　　研修委員会 1,016,391 1,020,000 △ 3,609 3月ｵｰﾌﾟﾝ、7月ｵｰﾌﾟﾝ、11月ｵｰﾌﾟﾝ、研修事業
　　　　　ＪＣ運動発信委員会 50,125 160,000 △ 109,875 4月ﾒﾓﾘｱﾙ100％出席例会、10月例会
　　　　　魅力伝播委員会 422,738 450,000 △ 27,262 2月ｵｰﾌﾟﾝ例会、新入会員募集、FTセミナー
　　　　　絆委員会　 1,057,565 1,080,000 △ 22,435 1月例会・新春、8月例会・納涼、12月卒業式・忘年会
　　特別事業費支出 599,909 681,000 △ 81,091 KARA-1、長岡京市公開討論会、向日市公開討論会
　　預り金支出 384,000 418,000 △ 34,000 ブロック会員大会@4,000×（64名）＋@2,000×地区会員大会（64名）

　　事業予備費支出 0 0 0
(2)　管理費支出 5,000,049 5,251,746 △ 251,697
　　会議費支出 321,130 330,000 △ 8,870
　　給料手当支出 1,800,000 1,800,000 0 @150,000円×12ヶ月
　　退職給付費用 105,000 105,000 0 月額給与150,000円×70％
　　福利厚生費支出 314,624 320,000 △ 5,376 事務局員社会保険料、対内向け慶弔費
　　旅費交通費支出 95,040 100,000 △ 4,960 事務局員交通費
　　通信・発送費支出 505,694 550,000 △ 44,306 電話代、ハガキ、切手、ゆうメール（定例発送他）
　　消耗品支出 205,700 220,000 △ 14,300 2015年度スローガン幕、封筒、事務用品他
　　リース料支出 21,789 21,789 0 コピー機1年間
　　修繕費支出 0 0 0
　　印刷製本費支出 214,385 220,000 △ 5,615 総会資料印刷費、コピー機印刷費、基本資料印刷費
　　貸借料支出 365,367 374,457 △ 9,090 @35,367円×1ヶ月、@30,000円×11ヶ月
　　業務委託支出 0 0 0
　　インフォメーション関係費支出 500,241 503,000 △ 2,759 おとくに新聞、サーバー、ドメイン他
　　保険料支出 0 0 0
　　租税公課 5,800 6,000 △ 200 印紙代
　　渉外費支出 32,000 40,000 △ 8,000 対外向けお祝い金、慶弔金、電報等
　　雑支出 513,279 661,500 △ 148,221 各事業振込手数料、会計士手数料、 ＪＣバッチ　会員ネームタグ他

　　管理・運営予備費支出 0 0 0
(3)　負担金支出 1,587,475 1,652,745 △ 65,270
　　ＪＣＩ負担金支出 94,500 97,020 △ 2,520 @1,260円×(75名)
　　日本ＪＣ負担金支出 400,000 430,000 △ 30,000
　　　基本金支出 45,000 60,000 △ 15,000 会員数50名迄が30,000円　25名増す毎に15,000円を追加

　　　付加金支出 355,000 370,000 △ 15,000 @5,000円×67名＋@2,500円×8名
　　近畿地区協議会負担金支出 122,600 135,200 △ 12,600

一般会計　収支計算書
2015年1月1日から2015年12月31日まで
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　　　基本金支出 2,000 2,000 0
　　　付加金支出 120,600 133,200 △ 12,600 @1,800円×67名
　　京都ブロック協議会負担金支出 527,000 548,000 △ 21,000
　　　基本金支出 30,000 30,000 0
　　　付加金支出 497,000 518,000 △ 21,000 @7,000円×67名＋3,500円×8名
　　国際協力資金支出 136,875 140,525 △ 3,650 @1,825円×75名
　　日本ＪＣ出向者負担金支出 100,000 80,000 20,000 @20,000円×5名
　　ＷｅＢｅｌｉｅｖｅ購読料支出 206,500 222,000 △ 15,500
(4)　他会計への繰入金支出 0 0 0
　　他会計への繰入金支出 0 0 0
　　　会員基本基金預金繰入支出 0 0 0
　　　周年事業積立目的預金繰入支出 0 0 0
　　　退職給与引当預金繰入支出 0 0 0
　　事業活動支出計 12,759,589 13,395,491 △ 635,902
　　事業活動収支差額 △ 1,432,198 △ 1,620,991 188,793
Ⅱ　投資活動収支の部
　１．投資活動収入

(1)　特定資産取崩収入 650,000 650,000 0
　　会員基本基金資産取崩収入 500,000 500,000 0
　　周年事業引当資産取崩収入 0 0 0
　　文化少年団基金取崩収入 150,000 150,000 0
　　投資活動収入計 650,000 650,000 0
　２．投資活動支出

(2)　特定資産取得支出 500,000 500,000 0
　　会員基本基金資産取得支出 0 0 0
　　周年事業引当資産取得支出 500,000 500,000 0
　　文化少年団基金取得支出 0 0
　投資活動支出計 500,000 500,000 0
投資活動収支差額 150,000 150,000 0
Ⅲ　財務活動収支の部

　１．財務活動収入

　　財務活動収入計 0 0 0
　２．財務活動支出

　　財務活動支出計 0 0 0
　　財務活動収支差額 0 0 0
Ⅳ　予備費支出 0 0 0
　　当期収支差額 △ 1,282,198 △ 1,470,991 188,793
　　前期繰越収支差額 1,470,991 1,470,991 0
　　次期繰越収支差額 188,793 0 188,793
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(単位：円)

科　　目 当　年　度
　Ⅰ　資産の部
　　１.流動資産
　　　　現金預金 197,838
　　　　　現金 33,585
　　　　　普通預金 164,253
　　　　流動資産合計 197,838
　　２.固定資産
　　　 特定資産 22,765,950
　　　　会員基本基金定期預金 18,556,000
　　　　周年事業積立目的定期預金 1,000,000
　　　　退職給付引当定期預金 840,000
　　　　文化少年団基金定期預金 2,369,950
　　　　固定資産合計 22,765,950

資　　　産　　　合　　　計 22,963,788

科　　目 当　年　度
　Ⅱ　負債の部
　　１.流動負債
　　　　未払金 9,045
　　　　預り金 0
　　　　　源泉税預り金 0
　　　　　その他預り金 0
　　　　前受金 0
　　　　流動負債合計 9,045
　　２.固定負債
　　　　退職給付引当金 840,000
　　　　固定負債合計 840,000
　　　負債合計 849,045

　Ⅲ　正味財産の部
　　１.指定正味財産
　　　　指定正味財産合計 0
　　２.一般正味財産 22,114,743
　　　　正味財産合計 22,114,743
         (うち特定資産への充当額） 21,925,950

負債・正味財産合計 22,963,788

貸借対照表

2015年12月31日現在
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(単位：円)

科　　目

　Ⅰ　資産の部

　　１.流動資産

　　　　現金預金 197,838

　　　　  現金 33,585

　　　　　普通預金 164,253

　　　　　 京都銀行 長岡支店 №825989 144,252

　　　　　 京都中央信用金庫 長岡支店 №0458502 7,971

　　　　　 ゆうちょ銀行 №14460-42856541 5,912

　　　　　 京都中央農業協同組合 神足支店 №0004312 6,118

           京都中央信用金庫 長岡支店 №0911759 0

           京都中央信用金庫 長岡支店 №0911760 0

           京都中央信用金庫 長岡支店 №0911771 0

           京都中央信用金庫 長岡支店 №0911782 0

           京都中央信用金庫 長岡支店 №0911793 0

           京都中央信用金庫 長岡支店 №0911806 0

           京都中央信用金庫 長岡支店 №0911817 0

           京都中央信用金庫 長岡支店 №0936718 0

           京都中央信用金庫 長岡支店 №0992458 0

　　　 流動資産合計 197,838

　　２.固定資産

　　　 特定資産

　　　　会員基本基金定期預金 18,556,000

           京都中央信用金庫 長岡支店 №0008001 1,450,000

　　　　　 京都中央農業協同組合 神足支店 №06350556 9,000,000

　　　　　 ゆうちょ銀行 №54470-4693984 8,106,000

　　　　周年事業積立目的定期預金 1,000,000

　　　　　 京都銀行 長岡支店 №1124732 1,000,000

　　　　退職給付引当定期預金 840,000

　　　　　 京都銀行 長岡支店 №1124740 840,000

　　　　文化少年団基金定期預金 2,369,950

　　　　　 京都銀行 長岡支店 №1124758 2,369,950

　　　 固定資産合計 22,765,950

　　 資産合計 22,963,788

　Ⅱ　負債の部

　　１.流動負債

　　　　未払金 9,045

　　　　　郵便局　料金後納郵便他 9,045

　　　　預り金 0

　　　　　源泉税預り金 0

　　　　前受金 0

　　　 流動負債合計 9,045

　　２.固定負債

　　　　退職給付引当金 840,000

　　　 固定負債合計 840,000

　　 負債合計 849,045

　Ⅲ　正味財産 22,114,743

金　　額

財産目録

2015年12月31日現在
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（単位：円）

科　目 金額

Ⅰ．一般正味財産の部
　１．経常増減の部

　（１）経常収益
　　①特定資産運用益 5,633

　　　　　　特定資産運用益 5,633

　　②受取入会金 1,630,000

　　　　　　新入会員入会金 720,000

　　　　　　特別会員入会金 910,000

　　③受取会費 8,790,000

　　　　　　正会員 8,060,000

　　　　　　新入会員 730,000

　　④事業収益 400,000

　　　　　　文化少年団登録料収益 400,000

　　⑤受取補助金 0

　　⑥受取寄付金 0

　　⑦雑収益 117,758

　　　　　　受取利息 772

  　　　　　京都ブロック協議会受入収益 0

　　　　　　その他雑収益 116,986

　　 経常収益計 10,943,391

　（１）経常費用

　　①事業費 5,788,065

　　　　　　会場費 1,438,408

　　　　　　業務委託費 1,832,746

　　　　　　通信運搬費 317,218

　　　　　　消耗品費 65,885

　　　　　　諸謝金 1,928,555

　　　　　　保険料 41,440

　　　　　　事業雑費 163,813

　　②管理費 5,000,049

　　　　　　会議費 321,130

　　　　　　給料手当 1,800,000

　　　　　　退職給付費用 105,000

　　　　　　福利厚生費 314,624

　　　　　　旅費交通費 95,040

　　　　　　通信・発送費 505,694

　　　　　　消耗品費 205,700

　　　　　　リース料 21,789

　　　　　　印刷製本費 214,385

　　　　　　貸借料 365,367

　　　　　　インフォメーション関係費 500,241

　　　　　　租税公課 5,800

　　　　　　渉外費 32,000

　　　　　　雑費 513,279

　　③負担金 1,587,475

　　　　　　ＪＣＩ負担金 94,500

　　　　　　日本ＪＣ負担金 400,000

　　　　　　近畿地区協議会負担金 122,600

　　　　　　京都ブロック協議会負担金 527,000

　　　　　　国際協力資金支出 136,875

　　　　　　日本ＪＣ出向者負担金支出 100,000

　　　　　　ＷｅＢｅｌｉｅｖｅ購読料支出 206,500

　　 経常費用計 12,375,589

　　当期経常増減額 △ 1,432,198

　2．経常外増減の部

　（１）経常外収益
　　経常外収益計 0

　（２）経常外費用
　　経常外費用計 0

　 当期経常外増減益 0

　　当期一般正味財産増減額 △ 1,432,198

　　一般正味財産期首残高 23,546,941

　　一般正味財産期末残高 22,114,743

Ⅱ．指定正味財産の部
　　当期指定正味財産増減額 0

　　指定正味財産期首残高 0

　　指定正味財産期末残高 0

Ⅲ．正味財産期末残高 22,114,743

正味財産増減計算書

2015年1月1日から2015年12月31日まで
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(監事の監査報告書謄本) 

 

監 査 報 告 書 

 

公益社団法人乙訓青年会議所 

理 事 長  三 宅  尚 嗣  殿 

平 成 ２ ８ 年 １ 月 １ ４ 日 

公益社団法人乙訓青年会議所 

監事  川口  順也  印 

 監事  山本  博明  印 

 

 

  私たちは、公益社団法人乙訓青年会議所の平成２７年１月１日から平成２７年１２月 

３１日までの会計年度における会計及び業務の監査を行い、次のとおり報告する。 

 

１．監査の方法の概要 

 

（１） 会計監査について、帳簿並びに関係書類の閲覧など必要と思われる監査手続を用

いて計算書類の正確性を検討した。 

 

（２）  業務監査について、理事会及びその他の会議に出席し、理事から業務の報告を徴

収し、関係書類の閲覧など必要と思われる監査手続きを用いて業務執行の妥当性

を検討した。 

 

２．監査意見 

 

（１）  収支決算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録は、会計帳簿の記載金

額と一致し、法人の収支状況及び財産状態を正しく示していると認める。 

 

（２） 事業報告の内容は事実であると認める。 

 

（３）  理事の職務執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実

はないと認める。 

 

                                                                   以 上 
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２０１５年度 公益社団法人乙訓青年会議所 

会議構成員 

 

 

 

 

 

 

 

理 事 長                   三 宅  尚 嗣   

副理事長                   松 宮  吾 朗   

副理事長                   岩 井  一 真   

副理事長                   南 出  高 志   

専務理事                   足 立  雅 也   

理  事 （ＪＣ運動発信委員会 委員長）   岩 本  伸 一   

理  事 （地域力向上委員会 委員長）    塩 見  知 哉   

理  事 （研修委員会 委員長）       谷 口  直 満   

理  事 （魅力伝播委員会 委員長）     菜 島  拓 朗   

理  事 （総務財政委員会 委員長）     能 見  太 郎   

理  事 （絆委員会 委員長）        三 浦   靖    

理  事 （青少年育成委員会 委員長）    渡 辺  大 樹   

理  事 （青少年育成委員会 副委員長）   池 宮  陽 一   

理  事 （地域力向上委員会 副委員長）   髙 下  一 成   

理  事 （絆委員会 副委員長）        崔   祥 龍   

理  事 （ＪＣ運動発信委員会 副委員長）   堤   淳 太   

理  事 （研修委員会 副委員長）      中 川  浩 司   

理  事 （総務財政委員会 副委員長）    中 路  耕 太   

理  事 （総務財政委員会 副委員長）    林 田  士 郎   

監  事                   川 口  順 也   

監  事                   山 本  博 明   

直前理事長                  田 中  俊 幸   
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２０１５年度 公益社団法人乙訓青年会議所 出向者一覧 

 

【公益社団法人日本青年会議所】 

ＪＣプログラム実践委員会       委 員  山本 博明  

主権国家確立委員会           委 員  岩井 一真  

主権国家確立委員会           委 員  鳥居 淳希 

主権国家確立委員会           委 員     村井 一雄     

日本の未来選択委員会        委 員      堤 淳太 

 

【公益社団法人日本青年会議所 近畿地区協議会】 

地域未来創造委員会           委 員  南出 高志  

地域未来創造委員会           委 員  石井 佑典  

地域未来創造委員会           委 員  谷川 真也  

 

【公益社団法人日本青年会議所 近畿地区 京都ブロック協議会】 

副会長     松宮 吾朗  

 ＪＣ運動推進委員会              委員長     中路 耕太  

 ＪＣ運動推進委員会     総括幹事 清水 野分 

 ＪＣ運動推進委員会     会計幹事 渡邊 俊輔 

ＪＣ運動推進委員会                  委 員     川口 順也 

ＪＣ運動推進委員会                  委 員     佐々木 彰吾 

ＪＣ運動推進委員会                 委 員     鳥居 淳希 

 誇り高き京都実現委員会       副委員長 村井 一雄  

 誇り高き京都実現委員会             委 員     上原 史明 

 誇り高き京都実現委員会             委 員     厚東 聖一 

 誇り高き京都実現委員会                委 員     近藤 宏和 

 誇り高き京都実現委員会             委 員     田中 望麻 

 国際交流推進委員会                  委 員     岩井 泉二郎 

 国際交流推進委員会                  委 員     下平 祐婦子 

 ブロック大会運営委員会                委 員     内海 義潔 

 ブロック大会運営委員会                委 員     中川 浩司 

 ブロック大会運営委員会    委 員  保木 崇志  

 ブロック大会運営委員会    委 員     堀内 あろむ  

 ブロック大会運営委員会    委 員  村田 朋紀  

 公益財政委員会     委 員  大橋 一隆  

 公益財政委員会     委 員     豊西 寛行 

公益財政委員会              委 員     疋田 泰種 

 総務情報委員会                    委 員     大塚 健介 

 総務情報委員会                    委 員     榊原 政人 

 総務情報委員会                    委 員     村中 志津佳 
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特 設 委 員 会 

 

 

 

１ 会員選考委員会          開催回数８回 

 

 

                 委 員 長       松 宮 吾 朗     

 

                副委員長     岩 井 一 真    

 

                    委  員       南 出 高 志    

 

     委  員       菜 島 拓 朗    

 

             委  員       能 見 太 郎    

 

                        

 

 

２ 選挙管理委員会           開催回数２回 

         

 

委 員 長    岩 井 一 真 

  

委  員    髙 下 一 成 

 

委  員    谷 川 一 俊 

 

委  員    中 川 浩 司 

 

委  員    林 田 士 郎 
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特 設 委 員 会 

 

 

 

１ 会員選考委員会          開催回数８回 

 

 

                 委 員 長       松 宮 吾 朗     

 

                副委員長     岩 井 一 真    

 

                    委  員       南 出 高 志    

 

     委  員       菜 島 拓 朗    

 

             委  員       能 見 太 郎    

 

                        

 

 

２ 選挙管理委員会           開催回数２回 

         

 

委 員 長    岩 井 一 真 

  

委  員    髙 下 一 成 

 

委  員    谷 川 一 俊 

 

委  員    中 川 浩 司 

 

委  員    林 田 士 郎 
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２０１５年度 公益社団法人乙訓青年会議所 褒賞受賞者 

 

 

●実質１００％出席賞（ １７ 名） 足立 雅也、今井 政樹、岩井 一真、岩本 伸一 

                  内海 義潔、大橋 一隆、川口 順也、佐々木 彰吾 

                  清水 野分、田中 望麻、谷口 直満、林田 士郎 

                  松宮 吾朗、南出 高志、三宅 尚嗣、渡邉 俊輔 

                  渡辺 大樹 

 

 

●乙訓ＪＣグランドスラム 該当者無し 

 

 

●乙訓ＪＣ特別賞  該当者無し 

 

 

●出向者特別賞   中路 耕太 

 

 

●特別功労賞         山本 博明   （理事通算５年以上） 

     

 

●最優秀新人賞   大橋 一隆   

 

 

●優秀会員賞   村井 一雄  

    渡邉 俊輔  

 

 

●最優秀会員賞   大橋 一隆  

 


